
• 通関手続きの非効率さは企業活動上の大きな阻害要因
• ASEAN各国で税関の能力向上/制度改善を支援
• 本邦企業の進出著しいベトナムでは日本製のNACCS(輸出入･港湾情報処理システム)を導

入し”ナショナル シングル ウィンドウ”(窓口一本化)を支援. 企業の通関時間･費用の削減
を図りつつ, NACCSのシステム輸出･拡張にも貢献.

通関手続きの円滑化：ベトナム税関へのNACCS導入

ミャンマーへの導入も実施中

NACCS…Nippon Automated Cargo and Port Consolidated System

制度的連結性の強化 - 税関制度改善

12
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ASEAN-JICA FVC プロ
ジェクト

1. ASEAN-GAP
（生産工程管理）

1. ASEAN-GAP強
化

2. SPS（動植物検
疫）

2.1 SPSに関するリ
スク分析及びラボ
診断能力強化

2.2 水産セクター
SPS改善

3. 官民連携によ
る広域食産業クラ

スター開発

3.1 官民連携によ
る広域食産業クラ
スター形成調査

3.2 広域食産業ク
ラスター開発パイ
ロットプロジェクト

目標

高品質で安全な域内・
域内貿易志向型FVCの

構築
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期待される成果：ASEAN加盟国のナショナルGAP信頼性・互換性が改善
される
活動1: GAPを推進する上でボトルネック及び関連する市場情報のアセ
スメント及び共有を行う。活動2: バイヤー及び生産者のGAPに関する認

識改善と適用数向上のための活動計画を策定し、それに基づく具体的
な活動を実施する。
活動3: ASEAN-GAPに関する政策提言を準備・作成する。
対象グループ: ASEAN加盟国政府関係者（※生産者、中間業者も一部
含まれる）
想定されるパートナー: FAO、ドイツ、豪州

政策
提言

国際協力専門家によ
る各国GAPのモニタリ
ング及び結果の公開

各国GAPの見直し
コア活動

政策提言
(例：ASEAN GAPの更新等)

データの蓄積

ASEAN加盟国

専門家間の
定期的な政
策対話

国際協力専門家から
の助言

(例：相互認証制度等)

* 現場レベルの能力強化活動につ
いては、基本的に2国間協力で実施
する。
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期待される成果：動植物検疫のリスク分析と検査診断能力が強化さ
れる
活動1:ASEAN加盟国の間で動植物検疫のリスク分析と検査診断の好
事例を共有する
活動2:残留農薬と危害物質に関する安定したデータ収集能力を強化
する
活動3: ASEAN加盟国の検査施設の能力を確認する
対象グループ: 各国のレファレンスラボ及びその職員
想定されるパートナー: CODEX、 IPPC、 OIE、豪州、ニュージーランド

リスク分析と検査診断
に関する本邦及び第

三国研修

ASEAN加盟国の専門人材

ASEAN加盟国の検査施
設の能力診断

専門家

コア活動

政策提言
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期待される成果：ASEAN加盟国の水産分野の動植物検疫が強化される
活動1:ASEAN加盟国の水産分野での動植物検疫を評価し、優良事例を
共有する。
活動2:水産検査メカニズムについてASEANのガイドラインと関連原則を
ASEAN加盟国と国際的専門家の間で協働して策定する
活動3: ASEAN域内輸出入のための水産動物検疫と健康証明に関する
SPS対策について統一化を図る
対象グループ: ASEAN加盟国の関連する政府職員
想定されるパートナー: Southeast Asian Fisheries Development Center

日本、ASEAN加盟国

におけるピアラーニン
グ及びギャップ分析

ASEAN加盟国専門員材

ガイドライン作成のた
めの調整

専門家

コア活動

ガイドラインドラフト
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期待される成果： ASEAN地域における広域食産業クラスター開発計画
案が策定される
活動1:ASEAN地域のFVCの制約要因を評価し共有する
活動2:ASEAN地域での広域食産業クラスター形成のための戦略を検
討する
対象グループ: ASEAN加盟国の官民の関係者
想定されるパートナー: Grow Asia、GIZ

日本とASEAN加盟国

における官民フォーラ
ム

ASEAN加盟国専門人材

文献及び現地踏査を通じた広域
食産業クラスター調査

専門家

コア活動

ASEAN地域広域食産業クラスター戦略案
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期待される成果：ASEAN地域で広域食産業クラスターのモデルが出
来る
活動1: 優先度の高いパイロットプロジェクトを形成する
活動2: 優先パイロットプロジェクトを実施し、モニタリングする
対象グループ: 対象地域のすべてのFVCステークホルダー
想定されるパートナー: Grow Asia、GIZ

広域食産業クラスター運営委員会

パイロットプロジェクトの実施 専門家

コア活動

政策提言

選定、モニタリング、フィードバック
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３．SDGsゴール２達成に向けた産官学の
取り組み（Agri-net）



３．SDGsゴール２達成に向けた産官学の取り組み（Agri-net）
JICAは、ODA事業等で連携を深めてきた皆さま方とともに、これまでの関係をさらに発展させ、
「Agri-net（プラットフォーム）」を設置することを提案します。

１．目的

• 「SDGsゴール2（飢餓撲滅）」の達成に向けて、
（１）本邦関係者がそれぞれの強みを生かした効果的な連携事業の実施
（２）本邦企業／団体の海外展開
（３）途上国及び本邦の人材育成

を行うため、関係省庁、大学／研究機関、民間企業／業界団体、市民社会とJICAの連
携を一層促進するため、ゆるやかなネットワーク（プラットフォーム）を設置するもの。

• 情報や経験の共有等を通じて、同ネットワークの中から、様々な『連携事業』を産み出
すことを目標とする。

２．プラットフォームの枠組み（案）

a. 対象範囲：関係省庁、大学／研究機関、民間企業／業界団体、市民社会など開発途
上国の農業・栄養分野に関係するステークホルダーに呼びかけを行う。必要に応じて、
関係国際機関、途上国政府とも連携を行う。

b. 活動内容：①情報共有のためのメーリングリスト等配信、②各種勉強会・イベント開催、
③個別相談（国内外とのコンソーシアムの組成等）等

c. JICAの役割：①途上国の現状や課題に関する情報提供、②優良ビジネスモデルのJICA
事業への誘導（民間連携事業）、③関連事業の実施、④事務局運営など



ＪＩＣＡ
• ODA事業の形成・実施
• 途上国の課題（ニーズ）の把握
• プラットフォームの運営

途上国政府 国際機関等
FAO, WFP, IFAD, WB, AfDB, ASEAN, 
NEPAD, IRRI, IFPRI, AfricaRice, etc. 

民間企業等

開発途上国でのSDGs Goal 2 “No Hunger”の達成

途
上

国
・
国
際

社
会

日
本

国
内

民間企業・業界団体等 大学・研究機関農林水産省 NGO・一般市民

関係国際機関との連携
（MOU/定期協議）

GFVC (グローバルフードバリューチェーン協議会）約300社 JISNAS（農学知的支援ネットワーク）49団体

SATREPS/留学生・
研修事業

専門家派遣・研修員
受入れ等

NJPPP (栄養に関る協議会）約300社

民間連携事業 草の根技術協力、
ボランティア事業等

Ａｇｒｉ-ｎｅｔプラットフォーム （情報共有・協働事業組成のためのゆるやかなネットワーク）

様々な連携事業の
創出を期待

ＪＩＣＡのＰＦ関連事業
①ＦＶＣ基礎調査（アセアン、中南米、アフリカ等）
②「Ａｇｒｉ-ｎｅｔ人づくり基金」設置

３．SDGsゴール２達成に向けた産官学の取り組み（Agri-net）



３．SDGsゴール２達成に向けた産官学の取り組み（Agri-net）

ステップ
①

• 個別テーマに関する産官学勉強会の立ち上げ

• 情報収集/共有及び方向性確認

ステップ
②

• 現地ニーズと民間技術のマッチング支援

• JICA事業活用（プロジェクト、留学生、民間ビジネス事業化支援）形成

ステップ
③

• ODA案件の実施

• モニタリング・経験共有

３．Agri-net プラットフォームの取組イメージ

民間企業・業界団体等

大学・研究機関

農林水産省

NGO・一般市民

対象国・プログラム等により

様々なアクターの組合せ（分科
会等）がスピンアウト

JICA【事務局】

国際機関

ゴマプラットフォーム【先行事例】

■年1回の総会運営

• 関係省庁：政策・技術面の支援
• 民間企業：ゴマの安定供給にむけたODA

事業への提案・助言

• 大学：専門家としての現地指導及び将来
的な留学生事業検討

ブルキナファソ、パラグァイ、ミャンマー：
各プロジェクトの活動に反映

アフリカFVC【アイデア】

■運営方式：TDB

• TICAD7に向けた新たなビジ

ネスモデルを創出し、産官
学のコンソーシアムを組成

• JICA基礎調査によりJICA事
業＋コンソーシアム組成

今後、同様のものを組成予定

■2018年度着手
－アフリカ農業機械
－中南米FVC
－アセアンFVC
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